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今
夏
、
高
円
寺
日
氷
川
神
社
に
本
社
神
輿
が
誕
生
し
ま
す
。

先
般
、
高
円
寺
北
一
丁
目
町
会
か
ら
大
切
な
神
輿
を
ご
奉
納
賜

り
、
そ
の
神
輿
を
浅
草
の
宮
本
卯
之
助
商
店
様
が
見
事
に
修
復

し
て
戴
き
ま
し
た
。
８
月
８
日(

木)

に
本
社
神
輿
は
生
ま
れ
変

わ
っ
た
姿
で
氷
川
神
社
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま

で
は
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
戴
き
つ
つ
一
つ
ず
つ
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
改
め
て
全
て
の
関
係
者
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
社
神
輿
の
誕
生
に
際
し
て
、
今
夏
「
神
幸
祭
」
を
斎
行
致

し
ま
す
。
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
本
社
神
輿
が
高
円
寺
の
街

を
巡
幸
を
し
ま
す
。
氏
子
青
年
会
を
中
心
に
神
幸
祭
委
員
会
を

発
足
し
、
日
々
準
備
を
進
め
て
ま
す
。
神
幸
祭
の
運
営
、
本
社

神
輿
の
巡
幸
も
初
め
て
の
事
で
、
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
話

せ
ば
話
す
ほ
ど
課
題
も
出
て
き
ま
す
が
、
有
識
者
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
戴
き
つ
つ
も
「
高
円
寺
氷
川
神
社
」
の
色
を
出
し
た
神
幸

祭
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
神
幸
祭
当
日
ま
で
準
備
に
追

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
元
年
、
御
代
替
わ
り
と
記

念
す
べ
き
こ
の
年
に
本
社
神
輿
を
巡
幸
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
感
謝
し
て
、
ま
た
一
人
で
も
多
く
の
氏
子
の
皆
様
に
本
社

神
輿
を
見
て
戴
く
た
め
に
最
大
限
の
準
備
を
施
し
て
神
幸
祭
当

日
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
社
神
輿
を
担
ぐ
大
切
な
役
割
と
し
て
「
担
ぎ
手
」
を
募
っ

て
き
ま
し
た
が
、
当
初
の
見
込
み
を
大
き
く
上
回
り
、
２
０
０

人
を
超
え
る
方
々
に
御
参
加
戴
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

神
輿
の
行
列
隊
形
も
定
ま
り
ま
し
た
。
総
勢
３
０
０
人
近
い
行

列
と
な
り
ま
す
。
参
加
者
皆
様
が
無
事
に
楽
し
く
担
げ
る
よ
う

に
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
楽
し
め
る
よ
う
に
神
社
側
も

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
幸
祭
に
関
わ
る
全
て
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
円
寺
氷
川
神
社

本
社
神
輿
誕
生

令
和
元
年
八
月
吉
日

高
円
寺
氷
川
神
社

宮
司

松
井

美
加
子

～
高
円
寺
氷
川
神
社
本
社
神
輿
誕
生
に
あ
た
り
～



氷 川 神 社 社 報

２

2

令和元年8月吉日 第161号 (令和元年8月号)

令和元年8月、高円寺氷川神社に本社神輿が誕生しました。
記念すべき御代替わりの年に、本社神輿を持つ。――この思いがけない慶事が実現するまでには、氏神様の
導きを思わずにいられない、いくつもの素晴らしいご縁がありました。
神輿を奉納いただいたのは、氷川神社の氏子地域の一つである北一丁目町会です。50年以上にわたり神社境
内で眠っていた町内神輿が、氷川神社の本社神輿として蘇るまでの軌跡を、ここにご紹介します。

半世紀にわたり眠っていた、高円寺の至宝

高円寺氷川神社の境内には、氏子地域の町会が持つ神輿を保管するための神輿庫があります。そこには十の町
会がそれぞれ所有する十基の神輿が一列に並び、お祭りの時期になると、各自の町内を巡行し、再び戻ってき
ます。しかし、一隅に置かれたひときわ大きな神輿だけは、一年中、埃をかぶったまま動くことがありません。
それが、北一丁目町会の神輿でした。
北一丁目町会は戦前から文化人、著名人を輩出する住宅地として栄えた、高円寺のなかでも長い歴史を誇る地
域です。かつては地域の安全と発展を祈願するお祭りも盛大に行われ、人々は競ってあの大きな神輿を担ぎ、
町内を練り歩いていました。しかし、昭和30年代に入ってからは高齢化が進み、神輿の担ぎ手が減少。いつし
か神輿は神輿庫にしまわれたままになり、実に半世紀以上もの時が経過したのです。
しかし、神輿は忘れ去られたわけではありません。「このまま神輿が朽ちてゆくのは、神様に申し訳が立たな
い」――そんな歯がゆい思いを、北一丁目の人々はずっと抱えていました。とりわけ強い使命感を抱いていた
のは、町会長を務める高田芳作氏。少年時代にあの神輿の担ぎ手を経験した高田氏には、「あの神輿に、もう
一度日の目を見せてあげたい。そしてまた昔のように、この町に活気を与えてほしい」という宿願がありまし
た。とはいえ、老朽化した神輿の修復、担ぎ手の確保といった課題を前に、町内神輿の復活は難しい状況でし
た。

「新元号元年」を期に、神輿修復プロジェクトが始動

高円寺神輿修復の機運が一気に高まったのは、平成30年のことでした。「御代替わりが行われ、新元号元年を
迎えるという歴史的な慶事に合わせ、神輿の復活をできないか」という北一丁目町内会の想いと、平成30年に
代替わりを経て就任した氷川神社新宮司の「氷川神社として、高円寺のためにできることがあれば積極的に貢
献したい」という想いが合致。北一丁目町会の総会にて、神輿庫に保管されたままになっていた北一丁目の神
輿が、氷川神社の本社神輿として奉納されることが決定、また氷川神社氏子総代会においても北一丁目町会神
輿の奉納を受けて本社神輿とすることを決定しました。氷川神社にとってもまた、本社神輿を持つことは先代
宮司以来の長年の悲願。高円寺随一の由緒を誇る北一丁目の神輿以上に、初の本社神輿として相応しい神輿は
ありませんでした。
残る問題は、半世紀にわたり使われていなかった神輿の修復でした。翌年8月の例大祭に間に合わせるために
は、残り9か月ほどで完成しなければなりません。ところが、浅草にある神輿製造の老舗・宮本卯之助商店
（株）様に修復を依頼したところ、「修復には早くとも一年はかかる」とのお返事。古い神輿の修復には、漆
を乾かす時間なども勘案し、通常それぐらいの時間がかかるとご説明いただいたのです。しかし、関係者一同
が事情を説明してお願いした結果、私たちの神輿への想いが伝わったのか、最優先で修復いただき、何とか例
大祭に間に合うこととなりました。

氷川神社の、そして高円寺の、新たなシンボルへ

宮本卯之助商店(株)様によると、神輿は昭和初期のもので、後藤直光神輿師の謹製とのこと。「江戸の三大神
輿師」の一人・初代後藤直光から受け継がれた彼の技術は評価が高く、北一丁目の神輿に見られる彫りの深い
精緻な彫刻は美術品として価値あるものです。修復完了の暁には、氷川神社の、そして高円寺の新たなシンボ
ルとして相応しい、壮麗な姿を見せてくれるに違いありません。
これまで本社神輿を持たなかった氷川神社にとって、神輿と共に町を巡幸する神幸祭は初めての催しとなりま
す。神幸祭は、神社の祭事として重要な意義を持つと同時に、高円寺のコミュニティを活性化するという役割
をも担っています。「かつて北一丁目町内のシンボルだった神輿によって神幸祭が盛り上がり、若い人も含め
多くの人に参加いただければ、それをきっかけに高円寺全体の結束も強化されるはず。地域の防犯や災害時の
対応なども向上し、より暮らしやすい町作りに役立つと期待しています」とコメントをくださったのは、北一
丁目町会長の高田氏。私たち氷川神社も、本社神輿誕生を期にいっそう氏子地域の皆様と思いを一つにし、高
円寺鎮守の神社として、この町に密着した活動に取り組んでいきたいと思います。
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関
係
者
皆
様
よ
り

～
高
円
寺
氷
川
神
社
本
社
神
輿
誕
生
に
あ
た
り
～

高田芳作さん(北一丁目町会・会長)

～本社神輿奉納と夏祭りの想い出～

終戦後まもなく、世の中も徐々に安定し始
めてきました。
私にとっての夏休みの想い出と云えば、や
はりお祭りでした。初めの頃は、太鼓山車を
引っ張って町内を巡幸し、お土産を頂くのが
何よりの楽しみでした。太鼓山車を卒業し子
供神輿を担ぐようになり、お神輿の醍醐味が
少しずつ分かるようになってきました。何時
の日か大人神輿を担ぐのが夢でした。
当時は子供も大人も大勢いて、また背が低
かった私はなかなか大人神輿を担がせてくれ
ませんでした。一度だけ担ぐことができまし
たが、あまりにも重く肩にぐしりと食い込み、
その感触は今でも鮮明に覚えております。
その後、時代の変遷により、少子化高齢化
が進み、運用面を含め半世紀以上大人神輿は
神輿蔵から出ることはありませんでした。こ
の度、氷川神社様はじめ関係各位のご支援を
戴き、立派に修復され、新しい令和の出発と
共に、格式高き高円寺氷川神社本社神輿とし
て奉納いたすこととなりました。
一抹の寂しさも感じますが、高円寺全体の
平安と繁栄を祈念し、皆様と共に見守ってい
く所存です。

嫁ぎゆきいと寂し されど宮神輿

草深博好さん(北一丁目町会・前会長)

祭礼について想い出しますのは、北一丁目
の前会長である高橋さんと倉紡様の高円寺寮
の中庭を祭礼の為に、お借りすべく、同社本
社へお願いに行ったことです。その後、小生
が会長に就任して氷川神社神輿庫に保管され
ている神輿を観て、その大きさに圧倒された
ことを今でもよく覚えています。
令和元年の今年、氷川神社の本社神輿とし

て生まれ変わり、出座することに感無量の思
いです。この夏は忘れられない思い出になる
と思います。関係者の皆様、宜しくお願い申
し上げます。

～氷川神社祭礼について～

以前、東京都氏子青年会の会長を引き受け
ていた頃、都内の幾つかの神社を訪問しまし
た。ほとんどの神社の氏子青年会は、神輿の
同好会から発展したり、神輿でつながってい
る氏子青年会が多くありました。高円寺氷川
神社にも神輿があれば、という思いはずっと
ありました。
この度、北一丁目の高田会長の勇気ある決
断と松井宮司の熱い想いがつながり、本社神
輿が誕生しました。令和元年、新天皇陛下即
位の年に本社神輿を持てることに二重の慶び
を感じます。本社神輿を軸に氷川神社の氏子
が一つまとまり、神輿を担ぐ事が神社を担ぐ
事になり、地元高円寺を担ぐ事につながるこ
とだと、氏子青年会もこの機会に新たな気持
ちで神社に又、地元に奉仕する、それが若者
や子供たちによい影響を与えるのではないか
でしょうか。
今月、第一回目の神幸祭が行われます。百
年、二百年後に向けての第一歩です。この記
念すべき神幸祭に携われたことは、誠に名誉
なことであり、身の引き締まる思いです。
高円寺の鎮守氷川神社の弥栄をお祈り申し
上げます。

由井営太郎さん
(氏子青年会・会長 / 神幸祭委員会・委員長)

～感謝～

大河原章雄さん(氏子総代責任役員)

北一丁目町会の大人神輿は、非常に長い間
氷川神社の神輿蔵に保管されたままでした。
この度、関係者の皆様の努力で、本社神輿と
して立派に修復され、復活することになりま
した。先月、修理をお願いした浅草の宮本卯
之助商店へ行き、進行状況を見ると共に、い
ろいろな神社のお祭りのしきたり等を伺って、
遠い昔からの神事として、地元に据えついた
行事であることを再認識しました。
夏祭りといえば、神輿と太鼓の巡行ですが、

北一丁目町会は商店街がなく若い担ぎ手が少
なかったため、子供神輿と太鼓山車の町内巡
行だけで、少々淋しい思いをしていたことは
否めませんでした。お祭り当日、氷川神社に
参拝した後、神輿蔵に安置されている北一丁
目町会の大人神輿を見る度に、私が小学生の
頃、北一丁目町会を練り歩いた姿を思い出し
ていました。これからは本社神輿として高円
寺氷川神社全域の皆様に見て戴くことを大い
に期待しております。

～北一丁目神輿の奉納～

北一丁目町会
の高田芳作会
長と氷川神社
松井宮司



氷 川 神 社 社 報

４

4

令和元年8月吉日 第161号 (令和元年8月号)

～高円寺氷川神社 ８月の行事予定～

◆８月１７日(土) 正午 本社神輿お披露目会(北一丁目町会神酒所)
１６時 本社神輿お披露目会(氷川神社)

◆８月２３日(金) １９時 本社神輿御霊移し(氷川神社にて)
◆８月２４日(土) ９時～１５時 各町会本社神輿お披露目会(詳細は下記)
◆８月２５日(日) １０時 例大祭

１３時～１５時 神幸祭

８月２４日(土)本社神輿が以下時間割で
各町会神酒所を廻ります。是非お越しく
ださい。

本
社
神
輿
町
会
神
輿

各
町
会
お
披
露
目
会

０９：００ 南五丁目町会
０９：４５ 南中央町会
１０：３０ 氷川町会
１１：１５ 北庚申文化会
１２：００ 北中央自治会
１２：４５ 北二丁目町会
１３：３０ 中通り町会
１４：００ パル商盛会
１５：００ 緑ヶ丘町会

※時間は多少前後することがあります。

令和元年 神幸祭概要

８月２５日(日) １３時～１５時

【本社神輿巡幸ルート】

私は高円寺生まれ高円寺育ちの三代続く鳶職です。鳶職の頭たちは、江戸時代から本来の土木
建築の仕事のほかに町火消の役割も担っていました。建物の構造を熟知している鳶が屋根に登り
纏（まとい）を振り、放水ではなく建物を壊すことで消火したのです。そして享保３年徳川幕府
八代将軍吉宗の時代、江戸の大火により地区ごとに町火消が誕生しました（いろは４８組）。
鳶は建前、祭禮、婚礼などで木遣りを歌います。木遣りは、町火消の流れを汲む団体として創
設された「一般社団法人江戸消防記念会」の会員によって、纏や梯子乗りと共に受け継がれ歌わ
れています。また「江戸鳶木遣」は江戸の庶民が残した貴重な文化財として、東京都の無形文化
財に指定されています。前回のリオオリンピックパラリンピックには東京都から招待され木遣り
歌を伝統芸能として披露いたしました。
令和元年の新年会では宮司よりご指名いただき大変僭越ではございますが三本締めを行わさせ
ていただき、今回は氷川神社本社神輿お披露目にあたり氏子青年会会長と宮出しから宮入りを幾
度も打ち合わせを重ねてきました。普段目ににすることのない木遣りや修復された御神輿をたく
さんの方に見ていただけるように当日まで協力していただける方と力を合わせていきたいと思い
ます。
御神輿渡御は、その町を守る神様が力を降り注ぎ厄払いができるといわれてます。氷川神社で
地元の本社神輿が作られる事で御神輿本来の意味を持ち、街全体の無病息災繁栄を見守り続けて
いただけることと思います。是非、８月２５日日曜日１３時より宮神輿、江戸消防記念会第九区
七番組の木遣り歌を見にお立ち寄りください。祭礼についてお願い申し上げます。

上野徹雄さん(本社神輿宮頭)

高
円
寺
駅
の
北
口
南
口
周
辺
の
車
道
を
本
社
神
輿
が
巡
幸

し
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

宮頭の紹介 (高円寺氷川神社本社神輿)

～高円寺氷川神社本社神輿誕生にあたり～ 本
社
神
輿
誕
生
に
あ
た
り
、
神
輿
の
組
み
立
て
、
担
ぎ
棒
の
設
置
な

ど
の
大
事
な
仕
事
を
「
宮
頭
」
と
し
て
氏
子
地
域
の
上
野
徹
雄
さ
ん

に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
神
幸
祭
前
に
上
野
さ
ん
よ
り

一
言
戴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
紹
介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
上
野

さ
ん
の
お
言
葉
か
ら
、
本
社
神
輿
誕
生
が
改
め
て
氏
子
地
域
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

江戸消防記念会第九区の皆様
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宮
本
卯
之
助
商
店
訪
問

７
月
１
７
日(

水)

に
本
社
神
輿
関

係
者
で
宮
本
卯
之
助
商
店(

浅
草)

を

訪
問
し
ま
し
た
。
修
復
間
近
の
神

輿
の
様
子
を
視
察
す
る
こ
と
で
改

め
て
本
社
神
輿
誕
生
の
実
感
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。
宮
本
卯
之
助
商

店
の
工
房
訪
問
で
驚
い
た
こ
と
は

若
い
職
人
さ
ん
が
多
勢
を
占
め
て

い
た
こ
と
で
す
。
伝
統
あ
る
職
人

技
が
次
の
世
代
へ
と
き
ち
ん
と
継

承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。

今
回
宮
本
卯
之
助
商
店
に
は
、

神
輿
修
復
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

本
社
神
輿
、
神
幸
祭
に
関
す
る
仕

来
り
や
決
ま
り
事
な
ど
多
く
の
事

を
教
え
て
戴
き
ま
し
た
。
本
当
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
本
卯
之
助
商
店

工
房
内
で

住所：東京都浅草６－１－１５
電話：０３－３８７３ー４１５５
※都内数か所に支店、太鼓館などが
あります。
公式サイト：

http://www.miyamoto-unosuke.co.jp/

㈱宮本卯之助商店

見
事
に
よ
み
が
え
っ
た

各
パ
ー
ツ

宮
本
卯
之
助
商
店
は
創
業
が

文
久
元
年(

１
８
６
１
年)

で
主

に
御
神
輿
、
神
社
仏
閣
太
鼓
を

中
心
に
各
種
祭
礼
具
の
製
造
販

売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

氷
川
神
社
の
匠

～
其
の
九
～

昨
年
９
月
よ
り
開
始
し
た
日
々

の
境
内
清
掃
整
備
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
、
日
々
神
社
が
清
ら
か
に

変
化
し
て
い
く
こ
と
を
実
感
し
て

お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
境

内
各
所
や
備
品
な
ど
の
修
復
、
整

備
も
並
行
し
て
開
始
し
ま
し
た
。

金
子
さ
ん
と
山
本
さ
ん
が
中
心
と

な
り
、
老
朽
化
、
損
傷
し
た
も
の

を
丁
寧
に
手
作
業
で
修
復
し
、
新

た
な
命
を
吹
き
込
み
、
ま
た
新
た

な
も
の
を
作
り
出
し
て
く
れ
て
ま

す
。今

月
紹
介
す
る
の
は
「
氷
川
神

社
看
板
整
備
」
で
す
。
氷
川
神
社

の
鳥
居
の
右
横
に
は
、
氷
川
神
社

の
木
製
看
板
が
あ
り
ま
す
が
、
鉄

柵
に
囲
ま
れ
て
お
り
参
拝
者
が
気

づ
き
に
く
い
と
い
う
お
声
を
戴
き

ま
し
た
。
今
回
鉄
柵
を
除
去
し
、

看
板
や
屋
根
を
磨
い
て
戴
き
ま
し

た
。
そ
し
て
夜
間
で
も
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
照
明
も
設
置
し
て
戴

き
ま
し
た
。

鉄
柵
が
取
れ
た
後
は
看
板
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
参
拝

者
も
こ
の
看
板
を
背
に
し
て
写
真

を
撮
影
し
て
い
る
風
景
が
よ
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
各
所
の
整
備
を
地
道
に
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鉄
柵
を
取
り
外
し
、
看
板
、
柱
、
屋
根
を

丁
寧
に
綺
麗
に
磨
き
上
げ
ま
し
た

整備前

整備後

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwi-9cn_3eHjAhUTfnAKHcCnB_0QjRx6BAgBEAU&url=https%3A%2F%2Fillustmansion.com%2Fdesign-tool%2Fmark%2Fkirakira_005&psig=AOvVaw2NR7tZI453tYuLK2Tg_l06&ust=1564751010389467
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夏越の大祓参加者で記念撮影

６
月
３
０
日(

日)

、
夏
越
の
大
祓
を
斎
行

し
ま
し
た
。

大
祓
と
は
人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

犯
し
た
諸
々
の
罪
や
過
ち
、
心
身
の
穢
れ
を

祓
い
清
め
る
も
の
で
す
。
大
祓
の
「
大
」
は

「
公
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
個
人
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
日
本
国
中
の
穢
れ
を
払
う

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
大
祓
に
は
「
夏

越
の
大
祓(
な
ご
し
の
お
お
は
ら
え)

と
「
年

越
の
大
祓(
と
し
こ
し
の
お
お
は
ら
え)

」
が

あ
り
ま
す
。

当
日
は
氏
子
総
代
、
氏
子
青
年
会
を
中
心

に
、
一
般
の
方
々
に
も
ご
参
列
戴
き
ま
し
た
。

ご
参
加
さ
れ
た
方
々
、
ま
た
人
形
に
託
さ
れ

た
全
て
の
方
々
の
弥
栄
、
健
康
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

氏
子
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た

７
月
２
５
日(

木)

に
氏
子
総
代
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
８
月
は
例
大
祭
、
神
幸
祭
、
各
町
会
神
酒

所
祓
い
、
各
町
会
本
社
神
輿
お
披
露
目
会
な
ど
、

行
事
が
目
白
押
し
で
す
。
各
行
事
に
つ
い
て
細
か

く
協
議
を
し
ま
し
た
。

氏
子
総
代
の
皆
様
は
神
幸
祭
神
輿
行
列
に
お
い

て
統
一
の
半
纏
、
帽
子
、
浴
衣
を
着
用
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

一
方
で
神
幸
祭
で
本
社
神
輿
が
巡
幸
す
る
た
め

に
各
町
会
行
事
日
程
を
一
部
変
更
し
て
戴
く
な
ど
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最

大
限
の
ご
配
慮
、
ご
協
力
を
戴
い
た
こ
と
を
忘
れ

ず
に
神
幸
祭
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

夏
越
の
大
祓

斎
行

三
上
英
子

㈱
ノ
グ
チ
不
動
産

野
口
憲
一

責
任
役
員
渡
辺
忠
司

責
任
役
員
村
田
光
紘

責
任
役
員
大
河
原
和
雄

さ
ぬ
き
や
近
藤
康
浩

北
庚
申
文
化
会

氷
川
町
会

緑
ヶ
丘
町
会

パ
ル
商
盛
会

氏
子
総
代
江
澤
忠
行

氏
子
総
代
中
里
勝

夏
越
の
大
祓

奉
納
者
芳
名

順
不
同
・
敬
称
略

総代会の後は懇親会にて
意見交換を交わしました

昨
年
比
、
奉
納
者

が
増
え
ま
し
た
。

本
当
に
有
難
う
御

座
い
ま
す
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㈱瑞穂の皆様 ㈱瑞穂

気
象
神
社

(

晴
天
祈
願
祭)

気
象
神
社
で
は
個
人
・
法
人
向
け
の
気
象
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
祈
願
祭
を
執
り
行
っ
て
ま
す
が
、
今
回
は
毎
年
晴
天

祈
願
に
お
越
し
に
な
る
法
人
様
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

６
月
１
８
日(

火)

、
㈱
瑞
穂
様

が
晴
天
祈
願
の
為
に
御
来
臨
さ
れ

ま
し
た
。

㈱
瑞
穂
は
電
子
デ
バ
イ
ス
、
高

機
能
材
料
、
情
報
機
器
、
産
業
設

備
機
器
、
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を

取
り
扱
う
技
術
商
社
で
す
が
、
今

回
は
今
年
の
夏
が
晴
天
に
恵
ま
れ

空
調
機
器
の
売
れ
行
き
が
よ
く
な

る
よ
う
に
と
晴
天
祈
願
に
お
越
し

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
夏
が
好
天
に
恵
ま
れ
る
こ
と
、

ま
た
関
係
者
皆
様
の
健
康
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

㈱
グ
ロ
ー
ブ
新
築
ビ
ル

地
鎮
祭

７
月
１
４
日(

日)

に
㈱
グ

ロ
ー
ブ
新
築
ビ
ル
工
事
の
地
鎮

祭
に
氷
川
神
社
と
し
て
奉
仕
さ

せ
て
戴
き
ま
し
た
。

㈱
グ
ロ
ー
ブ
の
代
表
取
締
役

は
女
優
の
向
井
亜
紀
さ
ん(

高
田

亜
紀
さ
ん)

で
す
。
当
日
は
高
田

延
彦
さ
ん
も
御
同
席
さ
れ
ま
し

た
。
新
築
ビ
ル
の
建
設
場
所
は
、

北
二
丁
目
の
あ
づ
ま
通
り
商
店

街
沿
い
で
す
。
当
日
は
北
二
丁

目
町
会
の
槻
木
会
長
も
お
越
し

に
な
り
ま
し
た
。

工
事
が
安

全
に
進
み
、
無
事
に
新
築
建
物

が
完
工
し
、
そ
し
て
何
よ
り
も

工
事
関
係
者
の
健
康
、
弥
栄
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

７
月
２
２
日(

月)

に
杉
並
区
総
代
会
総

会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

(

於

大
宮
八
幡
宮)

こ
の
総
会
に
は
杉
並
区
の
神
職
、
そ
れ

ぞ
れ
の
神
社
の
氏
子
総
代
責
任
役
員
の

方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

総
会
を
終
え
た
後
は
、
大
宮
八
幡
宮
で
の

正
式
参
拝
、
懇
親
会
と
続
き
ま
し
た
。
氷

川
神
社
か
ら
は
氏
子
総
代
責
任
役
員
の
渡

辺
忠
司
さ
ん
、
村
田
光
紘
さ
ん
に
ご
出
席

戴
き
ま
し
た
。

初
め
て
お
会
い
さ
せ
て
戴
く
方
々
と
も

お
話
を
さ
せ
て
戴
き
、
大
変
有
意
義
な
会

と
な
り
ま
し
た
。

ご
挨
拶
を
さ
れ
る
青
山
亨
さ
ん

杉
並
区
神
社
総
代
会

総
会

向
井
亜
紀
さ
ん

高
田
延
彦
さ
ん

最
近
は
企
業
様
か

ら
の
祈
祷
依
頼
が
増

え
て
お
り
ま
す
。
晴

天
祈
願
を
は
じ
め
と

す
る
気
象
に
関
す
る

各
種
祈
願
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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高南宝扇会による清掃植樹作業④
令和元年７月２１日(日)

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

高
南
宝
扇
会
で
す
が
、
今
年
の
４
月

か
ら
毎
月
第
三
日
曜
日
に
神
社
の
清

掃
な
ど
を
手
伝
っ
て
戴
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
４
月
に
始
ま
っ
て
四
回

目
の
今
回
は
花
の
植
替
え
を
行
い
ま

し
た
。
４
月
、
５
月
と
合
計
４
０
つ

の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
様
々
な
花
を
植
え

て
戴
き
ま
し
た
が
、
７
月
の
日
照
不

足
も
あ
り
一
部
の
花
は
枯
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
回
は
枯
れ
て
し
ま
っ

た
約
２
０
つ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
を

植
え
替
え
ま
し
た
。
夏
に
強
い
花
を

用
意
し
た
の
で
、
こ
の
夏
は
し
っ
か

り
と
水
を
与
え
て
、
育
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
毎
月
本
当
に
感
謝

し
て
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

改
め
て
宝
扇
会
の
皆
様
に
は
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

夏用の緑色のユニフォームがきれいです

コラボ高円寺(COLABO高円寺)の紹介

社
報
「
ひ
か
わ
」
は
先
代
宮
司
の

故
・
山
本
雅
道
が
刊
行
し
た
も
の
で
、

昨
年
帰
幽
さ
れ
る
ま
で
長
年
に
渡
り

発
刊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
体
調
不

良
も
あ
り
、
平
成
２
９
年
９
月
発
刊

の
１
４
７
号
を
最
後
に
休
刊
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
歴
史
あ
る
「
ひ
か

わ
」
の
灯
を
消
す
ま
い
と
昨
年
７
月

に
再
刊
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

昨
年
の
宮
司
代
替
わ
り
後
の
神
社

の
活
動
を
少
し
で
も
知
っ
て
ほ
し
い
、

氏
子
地
域
ニ
ュ
ー
ス
を
一
人
で
も
多

く
の
皆
様
に
お
届
け
す
る
こ
と
を
意

識
し
な
が
ら
作
成
し
て
ま
す
。
昨
年

７
月
に
１
４
８
号
を
再
刊
し
た
時
は
、

２
ペ
ー
ジ
、
２
０
部
で
し
た
が
、
こ

の
１
年
で
神
社
に
御
縁
が
あ
る
方
に

は
で
き
る
だ
け
配
布
す
よ
う
に
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
、
現
在
毎
月
発
刊
、

１
２
ペ
ー
ジ
の
構
成
で
氏
子
地
域
中

心
に
７
０
０
部
を
超
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
発
刊
数
が
多
く
な
る
に
つ

れ
て
、
社
務
所
の
複
合
機
で
は
印
刷

代
が
高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
普
段
か
ら
神
社
の
判
子
、
名
刺

な
ど
の
制
作
を
お
願
い
し
て
い
る
、

「
コ
ラ
ボ
高
円
寺
」
様
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
コ
ー
ト
紙
中
綴
じ
に
し
て

戴
き
、
さ
ら
に
印
刷
代
金
の
削
減
の

ご
提
案
も
戴
き
ま
し
た
。
い
つ
も
迅

速
、
丁
寧
な
対
応
を
し
て
下
さ
る
野

嶋
奈
央
子
様
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

ま
す
。
皆
様
も
是
非
ご
利
用
戴
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

野嶋奈央子さん (コラボ高円寺店主)

て
き
ぱ
き
と
花
の
替
え
が
進
み
ま
し
た

このお店を継いで5年目。毎日が忙しく、まだま
だ力不足を感じならも皆様のご協力のもと営業を
しています。
高円寺の個性的な街や人にも愛着がわき、お客

様が試行錯誤でアイディアを練って印刷物やハン
コを作りに来てくれることが楽しみのひとつです。
自分ができそうな事はなるべくなんでも受け付け
るよう心がけていますので、お気軽にお問い合わ
せください！

お店の外
観と各種
商品

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjet_aE7OzhAhXtGKYKHc1QDRYQjRx6BAgBEAU&url=http%3A%2F%2Fwww.sozaidas.com%2F116illust06.html&psig=AOvVaw0u_Z--pirgxXmyQHX2mVjA&ust=1556336661341328
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjet_aE7OzhAhXtGKYKHc1QDRYQjRx6BAgBEAU&url=http%3A%2F%2Fwww.sozaidas.com%2F116illust06.html&psig=AOvVaw0u_Z--pirgxXmyQHX2mVjA&ust=1556336661341328
https://www.google.com/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Fimage2.30min.jp%2F30min%2Fplace%2F3068%2F2213068_2.jpg&imgrefurl=https%3A%2F%2F30min.jp%2Fplace%2F2213068&docid=vXLC9Bc1kK_5HM&tbnid=MAE3xAocRUlJkM%3A&vet=10ahUKEwiLrfi94uDjAhUrCqYKHfy8AEsQMwhJKAcwBw..i&w=225&h=300&bih=1002&biw=2048&q=%E3%82%B3%E3%83%A9%E3%83%9C%E9%AB%98%E5%86%86%E5%AF%BA&ved=0ahUKEwiLrfi94uDjAhUrCqYKHfy8AEsQMwhJKAcwBw&iact=mrc&uact=8
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真夏の夜のフラメンコ
(小松原庸子スペイン舞踊団創立50周年記念野外フェスティバル)

８
月
３
日(

土)

に
「
真
夏
の
夜
の
フ
ラ
メ
ン
コ
」

(

小
松
原
庸
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団
主
催)

に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。(

於
日
比
谷
野
外
音
楽
堂)

小
松
原
庸
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団
は
小
路
を
挟
ん

で
氷
川
神
社
の
目
の
前
に
あ
り
ま
す
。
小
松
原
庸

子
さ
ん
は
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
に
お
け
る
日
本
の
第
一

人
者
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
も
含
め
て
、
長
年

に
渡
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
月
ま
で
は
悪
天
候
が
続
き
ま
し
た
が
、
こ
の

日
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
に
恵
ま
れ(

こ
の
野
外
イ
ベ

ン
ト
は
半
世
紀
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
ま
す
が
、

一
度
も
雨
天
中
止
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
で

す)

ま
さ
に
「
真
夏
の
夜
の
フ
ラ
メ
ン
コ
」
と
な
り

ま
し
た
。
ま
さ
に
盛
会
と
な
り
、
改
め
て
小
松
原

庸
子
さ
ん
が
皆
様
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

改
め
て
小
松
原
庸
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団
創
立
５

０
周
年
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す開会のご挨拶をされ

る小松原庸子さん

多くの観衆で埋め尽くされました

情熱的な音
楽と迫真な
踊り

小松原庸子さんの踊り

最後は観衆も全員
で踊っての締めと
なりました

熱
い
夜
の
開
始
で
す

～猛暑の中のフラメンコ～

小松原庸子さん

１９７１年から開催しております〝真夏の夜のフ
ラメンコ″、本年は５０年来の猛暑、さすがに私も
炎天下に大声を振り上げ頭もフラフラ。心配した
舞踊団の体調もさすがに日頃厳しい稽古に鍛える
者達、へばる事もなく、フィナーレで客席に降り
ました際には〝暑さなんて感じなかった″〝とても
楽しかった″〝来年もぜひ″との皆様の声に、舞台
に生きる者への冥利に尽きるお言葉、胸がいっぱ
いになりました。
氷川様の今年のご祭礼にはフラメンコを披露する
こととなり、情熱のフラメンコで高円寺を盛り上
げる一端を担いたいです。これからも頑張ります。
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
十
九
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
十
九
話
は
杉
並
法
人
会
第
二
ブ
ロ
ッ
ク

長
を
務
め
る
内
田
幾
雄
さ
ん
で
す
。

「
高
円
寺
に
四
十
七
年
在
住
し
て
」

内
田

幾
雄

う
ち
だ

い
く
お

昭
和
の
時
代
を
懐
か
し
む
一
人
と
し
て
高
円

寺
が
第
二
の
故
郷
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
五
月
に
内
田
家
へ
入
籍
し
、

総
合
洋
品
店
「
光
和
堂
」
の
役
員
と
し
て
職
に

就
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
バ
ブ
ル
期
の
好
景
気

に
乗
り
商
売
は
順
調
そ
の
も
の
で
し
た
。
商
店

街
で
は
「
び
っ
く
り
市
」
の
織
立
て
や
看
板
の

設
置
の
お
手
伝
い
、
「
阿
波
踊
り
」
で
は
警
備

等
で
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
商
店
会
に
は
良
き
先
輩
や
友
人
が

お
り
、
人
生
を
熱
く
語
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

も
私
の
宝
で
し
た
。

私
は
福
島
県
の
会
津
地
方
の
片
田
舎
に
生
ま

れ
、
貧
農
家
の
九
男
と
し
て
十
八
歳
に
し
て
上

京
し
ま
し
た
。
『
辛
抱
強
く
生
き
る
』
を
信
条

氏名 ： 内田幾雄 (ウチダイクオ)
生年月 ： 昭和２１年１月６日
出身地 ： 福島県会津地方
血液型 ： Ｂ型
趣味 ： ゴルフ、小旅行、空手道

(孫とのスキンシップの為)
特技 ： カラオケ(演歌のみ)
座右の銘： 春風接人、秋霜持己/中庸
高円寺お薦めスポット

： 入利弁天(あづま通り)
一言 ： 齢に負けず、常に前向き

で行動を！

自己紹介

と
し
て
、
い
つ
か
故
郷
に
錦
を

飾
る
こ
と
を
夢
見
て
お
り
ま
し

た
。父

母
の
教
え
は
「
兄
弟
仲
良

く
」
「
子
供
に
は
教
育
を
す
る

こ
と
」
で
し
た
。
お
陰
様
で
本

年
で
二
十
年
に
な
り
ま
す
が
、

「
兄
弟
長
寿
の
会
」
を
子
供
、

孫
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
四

十
数
名
に
て
二
年
に
一
度
開
い

て
お
り
ま
す
。
会
津
へ
の
郷
土

愛
は
い
つ
に
な
っ
て
も
不
変
の

も
の
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
二
月
末
日
を

も
っ
て
家
業
の
洋
品
店
を
廃
業

し
、
現
在
は
不
動
産
賃
貸
と
管

理
の
業
務
を
し
て
お
り
ま
す
。

10
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会合で御挨拶をされる内田さん

氷
川
神
社
様
と
の
ご
縁
は
義

父
が
氏
子
総
代
を
拝
命
い
た
し
、

自
治
会
長
と
し
て
二
十
数
年
程

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
で

す
。
義
父
は
先
々
代
、
先
代
の

宮
司
様
と
の
お
付
き
合
い
が
あ

り
、
会
合
で
酒
席
を
交
わ
す
の

が
何
よ
り
の
楽
し
み
に
し
て
い

た
人
で
し
た
。
平
成
三
十
年
三

月
に
九
十
八
歳
で
他
界
致
し
ま

し
た
。
又
義
母
は
令
和
元
年
六

月
に
九
十
二
歳
で
他
界
い
た
し
、

昭
和
の
時
代
が
さ
ら
に
遠
く
感

じ
ら
れ
、
懐
か
し
く
想
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

私
に
と
り
ま
し
て
、
現
在
、

杉
並
法
人
会
の
第
二
ブ
ロ
ッ
ク

(

高
円
寺
北
、
南
地
区)

の
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し

て
、
ま
た
高
円
寺
各
店
ビ
ル
管
理
組
合
の
理

事
長
と
し
て
孤
軍
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
氷
川
神
社
様
の
益
々
の
ご
繁
栄
を

祈
願
い
た
す
と
共
に
高
円
寺
の
更
な
る
発
展

を
願
い
つ
つ
筆
を
置
か
せ
て
戴
き
ま
す
。

家
族
や
友
人
と

の
大
切
な
時
間

第
六
回
絆
の
会
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

(

野
方
民
セ
ン
タ
ー
に
て)

会津”桜”紀行

会津地方は会津地方を中心として東は
奥羽山脈、南は下野山地、そして北は飯
豊山地に囲まれた山岳地帯。標高が比較
的高く内陸部に位置するため、福島県中
通り地方と比べ開花が遅いのが特徴。
また、会津地方の面積は千葉県がほぼ

入ってしまうほど広いため、例年4月中旬
から5月上旬まで長い期間多くの桜を楽し
むことができます。

会津若松城の桜

杉
並
法
人
会
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
長

光
和
堂
代
表
取
締
役
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
二
十
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
二
十
話
は
三
村
建
設
㈱
代
表
取
締
役
社

長
を
務
め
て
い
る
三
村
義
昭
さ
ん
で
す
。

「
人
の
出
会
い
」

三
村
義
昭

み
む
ら

よ
し
あ
き

先
日
、
故
山
本
雅
道
先
代
宮
司
の
一
年
祭

に
参
加
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に

「
人
の
一
生
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

こ
の
一
生
は
常
に
「
運
」
と
「
根
気
」
と

「
感
」
を
背
負
っ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
・
・
・

い
つ
の
間
に
か
令
和
の
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
私
と
山
本
雅
道
さ
ん
の
お
付
き
合
い
も

と
て
も
長
い
も
の
で
し
た
。
私
と
山
本
雅
道

さ
ん
は
高
円
寺
中
学
で
同
級
生
で
し
た
。
も

う
７
０
年
も
前
か
ら
の
お
付
き
合
い
に
な
り

ま
す
。
こ
の
出
会
い
が
私
の
人
生
を
よ
り
善

き
も
の
に
し
て
く
れ
た
運
命
の
出
会
い
と
な

り
ま
し
た
。

当
時
、
神
社
本
庁
に
於
い
て
青
年
部
を
立

ち
上
げ
る
運
動
が
あ
り
ま
し
た
。
花
園
神
社

氏名 ： 三村義昭(ミムラヨシアキ)
生年月日： 昭和９年５月８日
出身地 ： 東京都杉並区
血液型 ： Ｏ型
趣味 ： 神社巡り、美術鑑賞
特技 ： ゴルフ
座右の銘： 一生懸命、根気、運
高円寺お薦めスポット

： 蚕糸の森公園
一言 ： 健康に長生きしたい！

自己紹介

ま
た
山
本
雅
道
さ
ん
と
共
に
墨

田
川
七
福
神
巡
り
や
１
９
９
３
年

に
行
わ
れ
た
第
６
１
回
伊
勢
神
宮

式
年
遷
宮
に
氷
川
神
社
の
氏
子
と

し
て
参
加
で
き
ま
し
た
こ
と
は
今

で
も
山
本
雅
道
さ
ん
と
の
良
き
思

い
出
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
山
本

雅
道
さ
ん
が
他
界
さ
れ
ま
し
た
後

も
、
山
本
雅
道
さ
ん
と
花
園
神
社

の
片
山
先
代
宮
司
が
最
期
ま
で
続

け
た
地
道
な
宗
教
活
動
に
よ
り
、

現
在
も
神
道
時
事
研
究
問
題
、
氷

川
神
社
氏
子
青
年
会
が
長
き
に
渡

り
継
続
、
発
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
８
５
歳
と
い
う
高
齢
に
な
り

ま
し
た
が
、
微
力
な
が
ら
尽
力
い

た
す
所
存
で
す
。
氷
川
神
社
が
故

人
の
遺
志
を
継
い
で
益
々
反
映
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

三
村
建
設
㈱

代
表
取
締
役
社
長

台湾の初代総統の李登輝夫妻と(夫妻の間が山本
雅道先代宮司、後列左から9人目が三村さん

11

～神社より～
今月は内田さんと三村さんを紹介させて戴

きました。内田さんの上京から今に至るまで
のこと、そして義父様の氷川神社との関わり
がよく理解できました。三村さんは先代宮司
の同級生ということで多くの昔話を聞かせて
戴きました。神道時事問題研究会が神道の世
界にとどまることなく、あらゆる分野、業界
との接点が多いことに改めて驚きました。★
こうえんじん★も２０話を迎えることができ
ました。これからも一人でも多く紹介してい
きたいのでご協力をお願い申し上げます。

11
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に
お
い
て
当
時
の
片
山
宮
司
と
氷
川
神

社
の
山
本
宮
司
は
日
本
の
神
社
界
の
将

来
を
憂
れ
う
思
い
か
ら
神
道
時
事
問
題

研
究
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
其
の
研

究
会
は
神
社
界
だ
け
な
く
、
政
界
、
財

界
、
学
界
に
も
広
が
る
も
の
で
し
た
。

特
に
全
世
界
の
宗
教
指
導
者
、
ヨ
ハ
ネ

パ
ウ
ロ
２
世
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
１
４
世
、
台
湾
の
初
代
総
統

の
李
登
輝
に
も
謁
見
す
る
機
会
を
得
ら

れ
ま
し
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
の
中
で
、

広
く
豊
か
な
見
聞
を
広
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

ヨ
ハ
ネ
パ
ウ
ロ
2
世
を
囲
ん
で
記
念
撮
影

(

左
か
ら
5
人
目
が
三
村
さ
ん)

１９９３年の
伊勢神宮式年
遷宮にて



氷 川 神 社 社 報

ひ
か
わ
１
６
１
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
長
い
長
い
梅
雨
が
明

け
て
か
ら
は
一
転
猛
暑
の
日
々

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
８
月
は

氷
川
神
社
に
と
っ
て
行
事
が
目

白
押
し
と
な
り
ま
す
が
、
氏
子

の
皆
様
と
の
協
力
の
輪
が
広

が
っ
て
お
り
、
皆
様
の
お
力
を

戴
き
な
が
ら
な
ん
と
か
乗
り
切

り
た
い
気
持
ち
で
す
。
本
社
神

輿
が
誕
生
す
る
節
目
の
時
期
と

な
り
ま
す
。
皆
様
と
楽
し
ん
で

乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

12

高
南
宝
扇
会

暑
気
払
い

12

🌸

お
知
ら
せ

🌸

◆
境
内
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
事

７
月
２
２
日(

月)

に
高
南
宝
扇

会
の
暑
気
払
い
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。(

於

座

高
円
寺)

美
味
し
い
食
事
や
飲
み
物
を
と

り
つ
つ
、
会
話
や
歌
唱
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

改
め
て
高
南
宝
扇
会
の
皆
様
の

日
々
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

令和元年8月吉日 第161号 (令和元年8月号)

７
月
１
９
日(

金)

に
高
円
寺
エ

ル
ガ
ー
ハ
ウ
ス
の
子
供
た
ち
が
氷

川
神
社
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

エ
ル
ガ
ー
ハ
ウ
ス
は
高
円
寺
を

拠
点
に
活
動
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
す
。
ま
ず
は
手
水
、
参

拝
の
作
法
な
ど
を
一
緒
に
学
び
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
境
内
で
英
語

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
笑
顔
を
少
し
で
も

集
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
で
き
る
こ

と
は
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
令
和
元
年
例
大
祭

令
和
元
年
例
大
祭
を
左
記
の
と

お
り
斎
行
し
ま
す
。
今
年
は
例
大

祭
終
了
後
に
神
幸
祭
も
斎
行
予
定

と
な
り
ま
す
。

御挨拶をされる佐山会長８０名の参加者が集まりました

エ
ル
ガ
ー
ハ
ウ
ス

(

え
い
ご
で
あ
そ
ぼ
う)

手
水
の
作
法

お
参
り
の
作
法

え
い
ご
の
ゲ
ー
ム

記
念
撮
影

神
社
境
内
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は

老
朽
化
が
進
ん
で
き
て
ま
す
。
毀
損
も
激
し
く
雨
が

降
る
と
、
水
た
ま
り
が
で
き
た
り
、
段
差
も
あ
り
、

改
修
が
急
務
で
し
た
。
今
般
、
本
社
神
輿
蔵
の
完
成

に
伴
い
、
神
輿
蔵
周
辺
と
社
務
所
玄
関
付
近
ま
で
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
は
透
水
性
に
優
れ
て
お
り
、
雨
天
時
で
も
参
拝

者
が
神
輿
蔵
に
近
づ
い
て
観
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

～令和元年例大祭～
日時 ８月２５日(日)

１０時斎行
場所 氷川神社
※２４日(土)２５日(日)両日は、
境内に露店が多数出店します。
また神楽殿では奉納踊りが披露
されます。是非お越しください。

透水性に優
れたアス
ファルト

見違える
ようにき
れいにな
りました


